　「Unnamed Book」訳本

　「名も無き本」

　著者不詳

「近頃の盗賊に於ける問題は、だな」Lledosは言う。「テクニックが足りないということ。盗賊というものに決して名誉は無い、そして無かった。それは分かっている。しかし、ある種のプライド、スキル、簡単な創造性は在ったものだよ。それでもって、我々は本当に絶望を振り撒いてこられたのだからね」
　Imalynは鼻で笑うと、greefのビンを荒削りのテーブルへと乱暴に叩き置く。「ハッ、何を言いたいんだい？　“衛兵を見つけたら、どうするのさ？”なんて聞いてみな。そしたら、“そいつを背中からグサリと殺っちまうよ”って言いたいね。それとも、何かい？　ガキの遊びでもやってろってのかい？」
　「野望が多ければ教養は少ないものだな」Lledosは溜息を漏らす。「親愛なる友よ、船着場に着いたばかりのNord〔粗野な人々と考えられている〕の旅人を襲うというのとは訳が違うよ。いつもなら靴修理ギルドの会館が盗みに気を付けているという訳でもないようだがね、しかし今夜は、銀行に入れる前の会費を置いてあるのさ。だから、kwama〔家畜の一種〕のケツの穴より警備はきつくなるって寸法さ。流石のアンタだって会う奴の背中を片っ端から突き刺して回る訳にはいかないし、そんなことしたら金庫だって拝めないだろうね」
　「それなら、どうしたら良いかハッキリと説明して欲しいわね」声音を低めるよう仲間に言いながら、Galsiahが穏やかに尋ねる。ここTel Aruhnの“陰謀と漆喰”亭の客が自分たちの声を聞き咎めることは、まず無いと知っていたけれど、少しでも危険は減らしておいた方が良いと彼女は考えていたのだ。
　「ありふれた盗賊は、」話を景気づけるためにgreefを注ぎ足しながら、Lledosは切り出す。「敵の背中にダガーを突き刺す。これで相手を殺せるだろうが、しばしば悲鳴を上げる時間を与えてしまうし、それに、こっちも血塗れになる。これは良くない。だから、ノドを掻っ切るのが上手い方法なのさ。そうすれば、衛兵の命も口も一遍に封じられるし血糊も少なくなるからな。つまりは、だね。盗みの後に、血塗れの人殺し連中が通りを走り抜けていくだなんて、そんなものを見られる訳にはいかないのさ。このTel Aruhnでだって、疑われることは間違いないね。
　寝込みか休んでいるところを襲えば、上手く事は運ぶだろう。片手の親指で顎下を押さえて声を出せないようにしたら、もう片方の手でノドを切り裂いて、それで死体から血が噴き付かないように頭を急いで別の方に向ければ良い。それを急いでやらないなら、血がシミになってしまう危険も在るがね。それが無理そうなら、先に絞め殺しておくこと。そうすれば、生きたままで突き刺せば３フィートも噴き出る血を避けられるからな。
　名前は言えないが、Gnisisで盗賊をやっている親友ときたら、その絞め殺しと切り裂きのテクニックを頼みの綱にしているよ。簡単な話さ。背後から犠牲者のノドを掴んで締め上げながら、向こうの壁に向かって何度も顔を叩き付けるんだよ。そうして意識を失ったら、まだ後ろから掴んだままでノドを切り裂く。それなら、服に血がシミになる心配も、ほとんど無いって寸法だよ。
　古い遣り方は、友人のヴァリエーションのよりも敵を掴んでおく必要は無い。片手で口を塞いでおいて、まるでヴァイオリンでも弾くみたいに三度か四度かノドにダガーを走らせれば良いのだからね。こっちに向かって大量の血が噴き出すけど、労は少なくて済む。
　余計な装備も無しに無用心な連中のノドを掻っ切れると分かったなら、もう、これを使わない手は無いだろう？　俺の知っているカット・スロートの名人の大概は、服の袖口に血が付かないように、ナイフの握りの方に小さく丸めた布を取り付けてあるよ。それから、この手の問題には現実的ではないけど、でも敵が一人か二人だと予想が付くのなら、そいつの頭にスッポリと袋を被せてきつく口を閉めてしまえば、あとは死ぬまで殴り続ければ良い」
Imalynは爆笑してみせる。「いつか実演ねがいたいものだな」
　「すぐにでも」Lledosは答える。「Galsiahが仕事を終えたなら」
　つい最近に盗み出したギルド会館の地図をGalsiahが取り出すと、彼らは作戦のディテールを詰め始めた。

最後の数時間は誰にも瞬く間に過ぎ去った。その日の内に、三人は顔を突き合わせて計画を練り上げると、その計画を達成するのに必要な道具を買うか盗むかして集めてしまったのである。三人の内の誰一人として、その他の二人を駆り立てているのが自信であるか愚鈍であるか定かではなかった。しかし、彼らの運命は決してしまったのである。こうして、ギルド会館の襲撃が敢行されることになった。
日が沈むと、Lledos・Galsiah・Imalynの三人は街の東端に在る靴修理ギルドの会館へと近付いて行った。一行がバルコニーの欄干を渡って行く時には、番をしている狼の鼻を誤魔化すためにGalsiahはstoneflowerの香料を使った。それに彼女は偵察の先導役も買って出て、Lledosを感心させた。あまり偵察の経験の無い者にとっては、彼女は闇に紛れてしまったと思われる程であったのである。
　Lledosが彼の専門技術を実演してみせる機会も数多くあった。長年の訓練を生かして、あらゆる暗殺術によって種々様々な衛兵たちの息の根を静かに刈り取っていったのである。
　Imalynが、その独特で理路整然とした技法によって金庫を開錠した。はじき金〔錠の内部の回転する金具〕に指を滑り込ませながら、Boethiahの“９９の愛”を題材にした時代がかった粗野な酒場歌を優しく口ずさむ。彼が言うには、その歌は、難しい錠の番号に意識を集中して解くのを助けてくれるものであるのだ。その二番を歌っている間に、開かれた金庫の中身を一行は手にしていたのであった。
　侵入から一時間後に、彼らはギルド会館を後にした。警報は作動せずに、金を首尾よくせしめて、死体はstoneflowerの混じる血溜まりに沈んでいる。
　「よくやった、親愛なる友よ、よくやった。俺の言うことも、しっかり分かってくれたな」そうLledosは言って、特注のチュニック〔古代ギリシア・ローマ人が着た、膝上まで届く上衣〕の袖の隠しに金貨を流し入れる。そこは直ぐに膨れ上がって、金貨の高く触れ合う音も聞こえてこない。「明日の朝に“陰謀と漆喰”亭で落ち合って、そこで獲物を山分けしよう」
　そうして三人は別れた。街の下水路を通じた秘密の抜け道を知っている唯一の人間であるLledosは、その地下に伸びる下水管に身を躍らせ姿を消していった。Galsiah はショールを肩に羽織ると、f'lahの老易者にも似た曖昧な顔つきで北の方へと去って行った。Imalynは東の公園へと足を運ぶ。官憲の監視の目を避けるべきという自分の本能を信じてのことであった。
ここで、何よりも重要である事柄が明らかにされるのである。すなわち、ヘドロを跳ね上げながら迷宮めいた通路の中をLledosが通って行った、その彼の意図である。――Lledosのguar〔乗用の家畜〕は、その主人の置いてきた街門の傍で待っていた。自分と縄で結わえられたchokeweedの低木で簡単な昼食を摂りながら。
　Vivecへの途上で、彼はGalsiahとImalynに思いを巡らせていた。恐らく、すでに捕まって質問攻めに遭っていることだろう。その尋問の場に居合わせられないのは慰めである。どちらが最初にプレッシャーに負けるだろう？　Imalynの方が確かにタフではあるけど、きっとGalsiahは沈黙を守り続けるだろう。これは単なる好奇心に過ぎないけれど――俺の名前はLledosで、二人に会うために“陰謀と漆喰”亭を訪れるだろう、そんな風に考えていることだろう。だから、何マイルも離れたVivecで金貨に喝采を上げているSathisなんていう名前のDunmerを探そうとは、当局は露にも思わないだろうね。
　陽が昇り始めるのに合わせてguarに鞭をくれてやると、GalsiahとImalynの二人が尋問に攻められていないように、山盛りの金貨を夢見る素晴らしい深い眠りを楽しんでいるように、Sathisは思い描いたものである。二人とも朝早くに飛び起きて一目散に“陰謀と漆喰”亭に駆けつけるだろう。馬鹿笑いを続けるImalynに、それをたしなめるGalsiahと。目に見えるようだ。それからgreefで乾杯したら、きっと食事を注文する――飛び切りの奴を。そして、待つ。時間が過ぎれば、二人の気分も過ぎていく。裏切られた者なら誰でも見せる反応の連鎖――苛立ち、疑い、狼狽、そして、怒り。
　Vivecの外れに在る自宅の馬小屋にSathisが着いた時には、もう太陽は昇り切っていた。guarを結わえて餌をくれてやる。他の馬房は空いている。それも、Gnisisの聖Rilmsの祝祭から召使たちが帰ってくる昼までのことだろう。彼らは良い働き手であるし、Sathisも良くしてやっている。しかし、昔から、彼らが陰で何を話しているか察しは付いているのだ。Sathisの留守に合わせて他の街で盗みが起こっていると勘繰り始めたら、召使たちが当局に駆け込むか恐喝に走る時までだろう、彼が主人を名乗っていられるのも。結局、連中も人間に過ぎない。長い目で見れば、Vivecを抜けて“仕事”に出る時には、給金と一緒に一週間ほど暇を出してやるのが得策であるのだ。
　書斎の金庫に金を滑り入れると、二階へと階段を上っていく。スケジュールはきついけれど、召使たちが帰ってくるまで数時間ほど体を休めることにした。Tel Aruhnで使っていた酷い布団に比べれば、彼のベッドは素晴らしく柔らかで暖かな代物である。
　暫らくして、Sathisは悪夢に目を覚ました。目を開けてからの一秒間ほど、Boethiahの“９９の愛”を口ずさむImalynの声が耳元で聞こえているようだった。ベッドに身を横たえて耳を澄ますが、聞こえてくるのは普段と変わらない古い家の軋む音ばかり。午後の陽光が寝室の窓から帯のように差し込んで、中空の埃を照らし出している。そして、彼は目を瞑る。
　あの歌が再び訪れるのに合わせて、書斎の金庫が開かれる音が耳に飛び込んできた。stoneflowerの芳香がSathisの鼻孔をくすぐるのに合わせて、彼は目を開いた。少しばかりの午後の陽光だけであった、麻袋の中まで差し込んできたのは。
　力強い女の手が口を塞いで、親指が顎下を押し込める。ノドが開かれるのと同時に、向こうへと頭を押しやられる。そして、Sathisは聞いていた、いつもの穏やかなGalsiahの口調を。「Sathis、ご教授ありがとうね」
